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☆提言の要旨 

～合併市町村の住民の融和・一体性の向上を図る施策について～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

○平成の大合併を経た市町村に共通する課題 

 ・周辺部の旧市町村の活力喪失 

 ・住民サービスの低下 ・住民の声が届きにくくなった 

 ・旧市町村地域の伝統、文化、歴史的な地名などの喪失 

 ・住民の融和に時間がかかる 

【静岡県島田市の現状】 

○平成 17年 旧島田市・旧金谷町合併 

平成 20年 島田市・旧川根町合併 

 ○牧之原台地を有する茶処（島田茶・金谷茶・川根茶） 

 ○平成 21年 富士山静岡空港が開港 

▲市民の融和、一体性の向上が課題 

背景 地理的条件など 

◇スポーツのまちづくりをすすめる島田市 

  ・実業団、大学、高校等の陸上部合宿を誘致 

◇しまだ大井川マラソン inリバティ（過去４回開催） 

・リバティ（全国初のマラソン専用コース 約 8,000人出場） 

・４年連続「全国ランニング大会 100撰」にランクイン 
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「しまだ大井川マラソン inリバティ」を市民にとってさらに 

身近な大会にすれば、市民の一体感の醸成の契機になるのではないか。 

＝「しまだ大井川マラソン inリバティ」のリニューアル 

提 

 

言 

１ 「しまだ大井川マラソ

ン inリバティ」自体の

リニューアル 

２ 島田市民のマラソン

人口増加策 

 

３ マラソン大会参加者

受け入れ体制の整備 

 

 

期待

する

効果 

◎いろいろな関わり方を通じて「マラソン大会をわれわれ市民が作っている」 

「島田市民」という意識の高まり ＝ 一体感の醸成 

◇他自治体にみるスポーツイベント活用成功事例  
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